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ハスは､ 夏に美しい花を咲かせるばかりか､ 秋










』 巻八 ｢釈草｣ 篇に､
以下のように言う｡ なお､ [ ] の中の記述は､
東晋時代の郭璞という人が付けた注釈である｡
荷､ 芙渠 [別名芙蓉､ 江東呼荷]｡ 其莖茄､
其葉､ 其本 [莖下白蒻在泥中者]､ 其華






























































































































































となる｡ 今度は実 (種子) と根とが食用として人々
の舌を楽しませることになるのである｡































｢偶｣ は､ ｢つれあい､ 配偶者｣ の意｡ ｢憐｣ は､
｢愛
いつく












定義は ｢チャド､ (パンチカードの) さん孔くず｣
となっている｡ ｢さん孔｣ は正しく書けば ｢鑽孔｣
であり､ 『新明解国語事典』 (三省堂) によれば
｢堅い岩､ 鉄などに穴をあけること｡ [広義では､
紙のテープに穴をあけることや､ パンチカードに
パンチを入れることをも指す｡]｣ である｡ だから
chadを強いて日本語で言えば ｢鑽孔屑｣ という
ことになろうが､ 口頭で言ってもおそらく通じな
いであろう｡
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